
72 ダクタイル鉄管 平成 30.4 第 102 号

　高松水道展に出展！！　～雨にも負けず　風にも負けず～
　超大型の台風21号の襲来を受け、高松水道展は当初の3日間から2日間に開催日程を変更し、
「耐震化・更新を実行し、続けよう水道の信頼を！！」をテーマにサンポート高松シンボルタワー北
側広場にて開催。127社・団体が出展し、最新の水道技術や製品のＰＲを行いました。
　日本ダクタイル鉄管協会も『管路の末端から幹線まであらゆるニーズに応えるダクタイル鉄管　
～ユーザーと共に歩んだ70年～』をコンセプトに出展しました。展示ブースでは、90インチモニ
ターを使ったプレゼンテーションを実施し、協会の歴史や継手開発の歴史、様々な管路構築に対
応できる製品ラインアップ、お客様と共に様々な課題に取り組む協会活動など広く紹介し、好評を
得ました。また、ブースの壁面には4枚のＬＥＤパネルを設置し、パネル前面の展示台にはＳ50形
管、ＧＸ形管（呼び径300）、ＮＳ形Ｅ種管のカットサンプルを展示することにより、実際に見て・触
れてもらいながら、多くのお客様にダクタイル鉄管の良さをＰＲすることができました。
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平成29年度もダクタイル鉄管協会セミナー　全国23会場で開催

　日本ダクタイル鉄管協会では平成29年度、管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例を学識者や事業体職員を講師に招き、セミナーを全国23会場で実施しまし
た。
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会場によっては展示コーナーも設置しました
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編 集 後 記
●巻頭言は、全国簡易水道協議会会長の

京極町の山崎町長に簡易水道の課
題、水道事業の基盤強化について原
稿を執筆いただきました。

●今号の対談では、東京大学大学院の滝
沢教授と群馬東部水道企業団の鈴木
局長に広域化と官民連携をテーマに
語り合っていただきました。群馬東
部水道企業団は平成 28 年に 3 市 5
町の水道事業を統合した水道企業団
です。その翌年の 4 月からは群馬東
部水道サービスと官民連携事業を開
始されています。滝沢教授からは、水
道事業における官民連携の難しさを
語られています。滝沢教授の言葉と
して、「水道事業は管路の維持管理一
つを見ても、例えば地域固有の土壌
環境があり、経験でしか理解するこ

とができず、理屈だけを知っていて
も、相当な部分、その地域で実際に水
を運用した経験があるプロパー職員
だけが知るノウハウが必要」と述べ
られています。群馬東部水道企業団
は広域化という難しい課題を乗り越
えられて、その後、官民連携、そして
次に県の用水供給事業との統合の協
議を進められていることをお聞きし
ました。地域の未来の水道を考える
群馬東部水道企業団の職員の皆さん
の姿に敬服しました。

●技術レポートは、豪雨災害によるダク
タイル鉄管を用いた復旧、ＮＳ形（Ｅ
種管）の採用について、ダクタイル鉄
管によるインフラ整備、Ｓ50 形の採
用、奈良県の広域化など、6 つの事業
体に執筆いただきました。
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